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神経疾患領域における創薬研究やバイオマーカー探索
への応用が期待される。

本誘導系を用いて誘導された神経細胞

βⅢ-Tubulin, MAP2: 神経細胞マーカー

ドナーに対して低侵襲

短期間培養 少ない工程数の誘導

エピジェネティクス素因による
病態をモニターできる可能性

iPS細胞を経由せず、血液細胞より21日間で神経細胞の作出に成功した

約 20 日

ヒト
血液細胞

神経細胞

iPS細胞様細胞

約 20 日

iPS細胞を介さない
神経細胞誘導

iPS細胞

iPS細胞由来
の神経細胞

約 20 日

DNAメチル化
状態が異なる

OCT3/ 4

SOX2

KLF4

c-MYC

NEUROD1

センダイウイルス

iPS細胞由来
神経細胞

本誘導系を
用いて誘導された
神経細胞

血液細胞 iPS細胞

D
M

R
 m

e
th

y
la

ti
o

n
 l

e
v
e
l

1.00

0.50

0.75

0.00

0.25

2-10

WGBS解析を用いたDNAメチル化状態の比較

iPS細胞を経由して得られた神経細胞とは異なる
DNAメチル化状態を示した。
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Yoichi Saito et al., 2025, PNASより一部改変
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